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平成１９年度１２月補正予算案の概要 
 

１ 予算規模等 

 今回の補正予算は、私立保育所施設整備事業の公共事業をはじめ、公園整備事業、尻無川改修関連橋り

ょう整備事業等の単独事業のほか、愛媛県後期高齢者医療広域連合費、企業立地促進対策費等の施策費及
び災害復旧費並びに補償金免除繰上償還に係る長期債元金償還金等の経常経費について措置しています。 
この結果一般会計では補正額１６億４，９１６万２千円の増、補正後の予算総額は歳入歳出それぞれ４

３０億３，４９０万４千円となり、対前年度同期比は、１１億５，３７９万６千円、２．８％の増となっ
ています。 
 
 

また、特別会計では、 
 

（１）公共下水道事業特別会計が、補正額２６億９，９９１万５千円の増、補正後の予算総額は、歳入歳
出それぞれ８６億６，４９９万１千円となり、対前年度同期比は、２８億１，３４６万９千円、４８．
１％の増、 

 

（２）国民健康保険事業特別会計が、補正額５９５万３千円の減、補正後の予算総額は、歳入歳出それぞ
れ１３７億３，９０１万９千円となり、対前年度同期比は、５億８，８４４万６千円、４．５％の増、 

 
（３）老人保健事業特別会計が、補正額２，１１２万６千円の増、補正後の予算総額は、歳入歳出それぞ

れ１４３億２，７５２万６千円となり、対前年度同期比は、１０億８，６１５万２千円、７．０％の
減となっています。 

 

一般会計、特別会計合わせた補正額は、４３億６，４２５万円の増、補正後の予算総額は、歳入歳出そ
れぞれ８９５億６，７３３万１千円となり、対前年度同期比は、３９億３，０５７万円、４．６％の増と
なっています。 
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２ 一般会計補正予算の主な事業 

（１）公共事業 
私立保育所施設整備事業（福祉部 児童福祉課）  

 １ 事業目的 
泉川保育園園舎の改築により、園児・保育士・施設利用者の安全を確保する。 

更に泉川保育園は延長保育事業、地域子育て支援センター事業、障害児の受入れ事業などの多
機能事業を実施しており、特に地域子育て支援センター事業については、市内に２箇所あるセン
ターの一つとして本市の地域子育て支援施設の中心的存在として貢献していることから、今回の
施設整備により本市の地域子育て支援の充実・推進を一層図る。 

２ 補正の内容  建設補助金                  （単位：千円） 
補正前 今回補正額 補正後 

事業費 
 ０  １０２，５２５  １０２，５２５ 

財源内訳 
国 
一財 

０ 
０ 

６８，３５０ 
３４，１７５ 

６８，３５０ 
３４，１７５ 

    私立泉川保育園の改築に伴う、国の平成１９年度次世代育成支援対策施設整備交付金の内示によ
り、新居浜市私立保育所施設整備補助金を交付する。 

   (１)総事業費    １９２，４２６千円 
市補助金１０２，５２５千円（うち国費６８，３５０千円） 

借入金  ７４，９００千円 
自己資金 １５，００１千円 

   (２)整備概要  木造２階（711.2㎡）→鉄筋コンクリート２階（859.5㎡） 
   (３)定員    １２０名（増減なし） 
   (４)工程    平成２０年１月入札、２月～３月仮園舎工事、６月１日～１２月１５日本体工事 
  ３ 補正に係る財源内訳 

   (１)国（68,350千円） (２) 一財 国費の1/2（34,175千円） 
 
（２）単独事業 
公園整備事業（建設部 都市計画課） 

１ 事業目的 
公園の適正な維持管理・補修整備を行い、都市緑化を推進し、市民に安全かつ快適なレクリエー

ションスペースを提供すると同時に健康増進や市民相互の交流の場の創出を図る。 

２ 補正の内容  施設修繕費の追加及び財源補正 
                                  （単位：千円） 

補正前 今回補正額 補正後 
事業費 

 １０２，４７９  ３，０００  １０５，４７９ 

財源内訳 
諸収入 
一財 

０ 
１０２，４７９ 

１７，８５０ 
△１４，８５０ 

１７，８５０ 
８７，６２９ 

    全国的に公園施設での事故が多発しており、類似事故の再発を防ぐために安全点検及び安全確保
の更なる徹底に努めたことなどから施設修繕費が当初見込を上回るため追加する。 

   (１)施設修繕費   ３，０００千円 
     ・遊具修繕（山根公園チューブ滑り台、瀬戸公園チェーンクライム等） 
     ・その他修繕（中央公園あずまやの支柱いす等） 
３ 補正に係る財源内訳 

   (１)諸収入 日本宝くじ協会各種施設助成金（17,850千円）(２)一般財源（△14,850千円） 
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尻無川改修関連橋りょう整備事業（建設部 道路課） 

１ 事業目的 
愛媛県が進める河川改修事業に伴い橋りょうの架け替えが行われるため、道路管理者としての市

負担を同時に行って、道路構造令に基づいた幅員構成に改良し、橋りょうの整備を図る。 
２ 補正の内容  補正減 

                                  （単位：千円） 

補正前 今回補正額 補正後 
事業費 

 ３０，０００  △１４，５８９  １５，４１１ 
財源内訳 一財 ３０，０００ △１４，５８９ １５，４１１ 

    愛媛県が実施する桜内橋架け替えに伴う補償費の実績減により、新居浜市負担分として支出する
工事委託料を減額する。 

   (１)工事委託料   △１４，５８９千円 

 
自動車購入事業（福祉部 国保課） 

１ 事業目的 
医療制度改革に伴い平成２０年度から始まる後期高齢者医療制度の実施に伴う事務を円滑に推

進する。 
２ 補正の内容  自動車購入費等 

                                  （単位：千円） 
補正前 今回補正額 補正後 

事業費 
 ０  ９７０  ９７０ 

財源内訳 一財 ０ ９７０ ９７０ 
    後期高齢者医療制度の４月からの実施に伴い新たに生じる、普通徴収についての制度説明、口座

振替推進、納付相談等の事務を円滑に進めるために軽四自動車を１台購入する。 

   (１)備品購入費 ８６６千円         (２)役務費   ７４千円（保険料等） 
(３)需用費    １６千円（器具修繕料等） (４)公課費   １４千円（自動車重量税） 

 
 単独事業は、これらの事業で、１，２６８万１千円の減となっています。 
 
（３）施策費 
愛媛県後期高齢者医療広域連合費（福祉部 国保課） 

１ 事業目的 
愛媛県後期高齢者広域連合を設置し、後期高齢医療制度の適正かつ円滑な事業運営を行う。 

 ２ 補正の内容  役務費、需用費等の追加 
                                  （単位：千円） 

補正前 今回補正額 補正後 
事業費 

 ８８，３３８ ７，８１９  ９６，１５７ 

財源内訳 
国 
一財 

６，９８４ 
８１，３５４ 

８３１ 
６，９８８ 

７，８１５ 
８８，３４２ 

    平成２０年４月の後期高齢者医療制度施行のための準備に係る事務費を追加する。 
   (１)役務費   ６，６９２千円（通信運搬費） (２)備品購入費  ９８千円（図書、金庫等） 

(３)需用費     ６０２千円（消耗品費 280千円、印刷製本費 322千円） 

(４)職員手当等   ４２７千円（時間外勤務手当） 
 ３ 補正に係る財源内訳 
   (１)国1/2（831千円）(２)一財 （6,988千円） 
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地域生活支援推進費（福祉部 福祉課） 

１ 事業目的 
障害者自立支援法に基づく地域生活支援事業の一つである相談支援事業として、障害者や障害児

がその能力や適性に応じ、自立した日常生活や社会生活を営むことができるよう、地域の実情に応
じた事業を実施することによって、障害者の福祉の推進を図る。 

 ２ 補正の内容  委託料の追加 

                                  （単位：千円） 
補正前 今回補正額 補正後 

事業費 
 ５９，８４７  ７６８ ６０，６１５ 

財源内訳 
国 
県 
一財 

１１，３８５ 
１２，９８１ 
３５，４８１ 

０ 
７６８ 

０ 

１１，３８５ 
１３，７４９ 
３５，４８１ 

    障害者相談支援体制整備特別事業の一環として制定された、愛媛県障害者ピアサポート強化事業

費補助金を活用し、市内の障害者生活支援センターのうち３か所でパソコン教室を開催し、仲間づ
くりや地域交流のための手段獲得等、地域生活支援のために必要な施設整備を行い、地域における
相談支援体制の充実を図る。 

   (１)委託料  ７６８千円（補助率：県10/10） 
     ・わかば（パソコン１台、プリンター１台） 
     ・くすのき（パソコン２台） 

     ・あゆみ苑（身体障害者対応のための周辺機器 マウス・キーボード等） 
３ 補正に係る財源内訳 

   (１)県10/10（768千円） 
母子保健推進費（福祉部 保健センター）（拡充） 

１ 事業目的 
母子保健法に基づき妊婦から乳幼児までの健康管理、健康づくり支援、子育て支援を図る。 

 ２ 補正の内容  委託料、需用費の追加 

                                  （単位：千円） 
補正前 今回補正額 補正後 

事業費 
 ３４，０９８ ３，３００  ３７，３９８ 

財源内訳 一財 ３４，０９８ ３，３００ ３７，３９８ 
    妊婦健康診査の受診率を上げ、母体・胎児の健康確保を図るため、平成１９年１月１６日付け厚

生労働省の妊婦健康診査の公費負担の望ましいあり方についての通知（基本として５回程度の公費
負担をすることが原則である）を受け、県・市町・県医師会等の協議を経て県内各市町とも５回に
拡充することとなり、当市において４月実施のために必要なシステム改修費等を追加する。 

   (１)委託料   ２，９４０千円（健康情報システム改修委託料） 
   (２)需用費     ３６０千円（受診券印刷） 
企業立地促進対策費（経済部 商工労政課） 

１ 事業目的 
市外企業の新規立地を促進するとともに、既存企業の市内への投資を促し、雇用の継続・拡大と

経済の活性化を図る。 
 ２ 補正の内容  補助金の追加 
                                  （単位：千円） 

補正前 今回補正額 補正後 
事業費 

 ５０，０００  ５０１，１０８  ５５１，１０８ 
財源内訳 一財 ５０，０００ ５０１，１０８ ５５１，１０８ 
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    「企業立地促進条例」に基づく本年度の奨励金交付対象事業及び交付予定額が確定したことによ
る企業立地、新規雇用等に対する奨励金の追加（１２社１８件）。 

農地・水・環境保全向上対策事業費（経済部 農地整備課） 

１ 事業目的 
 農業者の高齢化や非農業者混住化等の状況に対応し、将来にわたって社会共通資本である農地・
農業用水等の資源や環境の保全を行う共同活動組織を地域に定着させる。 

 ２ 補正の内容  補正減 
                                  （単位：千円） 

補正前 今回補正額 補正後 
事業費 

 ２，５９４ △１，６３５  ９５９ 

財源内訳 
県 
諸収入 
一財 

１，２５０ 
９４ 

１，２５０ 

△７７１ 
△９４ 

△７７０ 

４７９ 
０ 

４８０ 

    ５地区での活動を予定していたが、吉岡泉土地改良区及び大島土地改良区が辞退したため、３地
区での実施となり、補助金及び事務費を減額する。 

   (１)補助金   △１，５７５千円（２，５００千円→９２５千円） 
   (２)事務費      △６０千円 
 施策費は、これらの事業で、５億１，９４６万円の増となっています。 
 

（４）経常経費 
長期債元金償還金（企画部 財政課） 

１ 補正の内容  補償金免除繰上償還に係る長期債元金の追加 
                                  （単位：千円） 

補正前 今回補正額 補正後 
事業費 

 ４，３０１，１２５  １２０，６７４  ４，４２１，７９９ 

財源内訳 
使用料 
諸収入 
一財 

１８９，９７５ 
１２，４７７ 

４，０９８，６７３ 

０ 
０ 

１２０，６７４ 

１８９，９７５ 
１２，４７７ 

４，２１９，３４７ 
   (１)償還金利子及び割引料    １２０，６７４千円 
 
公共下水道事業特別会計繰出金（環境部 下水道管理課） 

１ 補正の内容  補償金免除繰上償還に係る繰出金の追加 

                                  （単位：千円） 
補正前 今回補正額 補正後 

事業費 
 １，６６６，９９３  ８９９，９１５  ２，５６６，９０８ 

財源内訳 一財 １，６６６，９９３ ８９９，９１５ ２，５６６，９０８ 
   (１)繰出金    ８９９，９１５千円 

  ※参考 公共下水道事業特会分の公債費補正内容  補正額 ２，６９９，９１５千円 
補正前 今回補正額 補正後 

事業費 
２，０２８，８１３  ２，６９９，９１５ ４，７２８，７２８ 

財源内訳 
使用料 
市債 
一財 

７３４，７７７ 
１，０２３，３００ 

２７０，７３６ 

０ 
１，８００，０００ 

８９９，９１５ 

７３４，７７７ 
２，８２３，３００ 
１，１７０，６５１ 

 

 経常経費は、これらの事業で、１０億６，６４８万１千円の増となっています。 
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（５）災害復旧費 
林業施設災害復旧費（経済部 農林水産課） 

１ 事業目的 
平成１９年７月１４日の台風４号により被災した林道災害の復旧。 

２ 補正の内容  補助金 
                                  （単位：千円） 

補正前 今回補正額 補正後 
事業費 

 ０  ３，３７７  ３，３７７ 

財源内訳 
市債 
一財 

０ 
０ 

２，１００ 
１，２７７ 

２，１００ 
１，２７７ 

    西種子川線、土山線等林道６路線１１箇所の崩土除去工事等に対する補助金。 
 ３ 補正に係る財源内訳 

   (１) 市債（単独）65%（2,100千円）（交付税算入率49.5%） 
   (２) 一財（1,277千円） 
 
 災害復旧費は、このほか耕地災害復旧費の補正減により、２，６６２万３千円の減となっています。 
 

３ 事業を賄う財源（款別歳入） 

                                    （単位：千円） 
款 補正前の額 今回補正額 補正後 

市 税 １９，０５３，５００ １，４７０，０００ ２０，５２３，５００ 
国 庫 支 出 金 ４，５２５，８８７ ６９，１８１ ４，５９５，０６８ 
県 支 出 金 ２，２４１，３２２ ５２０ ２，２４１，８４２ 
繰 入 金 １，６１６，３６７ △１０，７６４ １，６０５，６０３ 
諸 収 入 １，７７０，６５２ １１８，１２５ １，８８８，７７７ 
市 債 ４，２２２，７００ ２，１００ ４，２２４，８００ 

計 ４１，３８５，７４２ １，６４９，１６２ ４３，０３４，９０４ 
 

 

４ 特別会計の補正内容 

（※財源内訳は今回補正に係る財源のみ記載しています。） 

（１）公共下水道事業特別会計                  （単位：千円） 
補正前 今回補正額 補正後 

事業費 
５，９６５，０７６ ２，６９９，９１５ ８，６６４，９９１ 

財源内訳 
繰入金 
市債 

１，７６０，０４４ 
２，３８５，９００ 

８９９，９１５ 
１，８００，０００ 

２，６５９，９５９ 
４，１８５，９００ 

    建設事業費の組替及び補償金免除繰上償還に係る長期債元金償還金の追加。 

・建設事業費（組替、工事費・委託料・事務費） 
・公債費（２，６９９，９１５千円、元金） 
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（２）国民健康保険事業特別会計                  （単位：千円） 
補正前 今回補正額 補正後 

事業費 
１３，７４４，９７２ △５，９５３  １３，７３９，０１９  

財源内訳 

国 
療養給付費
等交付金 

繰入金 
繰越金 

３，２７０，９２０ 
３，５４３，７８０ 
１，０３９，０５３ 

７００，５２６ 

１５１，９４９ 
△２６７，４０４ 

１，９７０ 
１０７，５３２ 

３，４２２，８６９ 
３，２７６，３７６ 
１，０４１，０２３ 

８０８，０５８ 

    平成２０年４月から始まる特定検診の準備経費の追加及び平成１８年度事業の精算に伴う償還金

の減額等。 
・総務管理費（１，９７０千円、自動車購入費・データ管理システム負担金） 
・老人保健拠出金（２，５４７千円、Ｈ１９拠出金の確定内示による追加） 
・償還金及び還付加算金（△１０，４７０千円、平成１８年度事業の精算に伴う償還金の減額） 
 

（３）老人保健事業特別会計                      （単位：千円） 

補正前 今回補正額 補正後 
事業費 

１４，３０６，４００ ２１，１２６  １４，３２７，５２６  

財源内訳 

基金交付金 

国 
県 
繰入金 

７，５８９，８８０ 
４，４３４，９５２ 
１，１０７，２８８ 
１，１４４，２７９ 

１３５ 
９６，８６８ 

△１ 
△７５，８７６ 

７，５９０，０１５ 
４，５３１，８２０ 
１，１０７，２８７ 
１，０６８，４０３ 

    平成１８年度事業の精算に伴う償還金の追加等。 

・償還金（２１，１２６千円、支払基金交付金償還金） 
 
                                        


